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“段ボール箱は大活躍”“段ボール箱は大

事なパートナー”と図書館員の四季で堀江さ

んが書かれています。

そういえば、段ボールと図書館員はよく似

ているところがあるのでは・・・と感じまし

た。

／一生懸命頑張っているのに、あまり表舞台

には登場しない。

／職場でも重宝されているのにあまり大切に

されない。

／ボロボロになるまで働く。

／地味で目立たない。

／いらないときには誰も一人振り向いてもく

れない

これからは、段ボールを大切にしなければ

と反省。そんな彼らにはきっと私たち図書館

員の気持ちも理解してもらえるような気もし

てきました。皆さんもまわりの段ボールをい

たわってやってください。

しかし、これからぱ ささやかだけど段

ボール図書館員の反乱”もしていかないとい

けないなと同時に感じています。段ボールで

はない図書館員の存在を多くの利用者にア

ピールして、その役割やその専門性について

共感できる利用者を増やしていことも大切で

はないでしょうか。

皆さんはどう思われます？

（前田 元也）
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